
は じ め に
校 長 柳沢 晶子

本校は、令和元・２・３年度中野区教育委員会「学校教育向上事業」研究指定校として、「人にも自
然にもやさしい児童の育成」を研究主題に、「持続可能な地域社会の構築を目指すカリキュラム・マネ
ジメントを通して」を副主題に据え、ESD（Education for Sustainable Development：持続可能な
開発のための教育 ）の研究に３年間取り組んでまいりました。昨年度から全面実施となった現行の学
習指導要領に「持続可能な社会の創り手の育成」が明記されたことを受け、ESDは SDGｓ達成のた
めの教育として一層の推進が求められています。本校は、SDGｓ達成の担い手となる児童に必要な資
質・能力を育成するために、学校の特色を最大限に生かす教育活動を目指し、研究を進めました。
３年次となる今年度は、SDGs の視点から教育活動全体を捉え直すと共に、地域を核とした総合的

な学習の時間の単元開発を行い、これを中心としたカリキュラム・マネジメントとその実践を通し
て、研究主題に迫ることができるよう取り組みました。
ESDに取り組めば取り組むほど、その重要性や奥深さを実感し、いまだ研究の途上ではあります

が、これまでの研究をまとめ、発表させていただきます。ご覧いただき、ご指導、ご助言をいただけ
れば幸いに存じます。
本校の研究にご協力いただきました地域・関係諸機関の皆様、懇切丁寧なご指導をいただきました

前江東区立八名川小学校校長 手島 利夫先生をはじめ講師の方々、中野区教育委員会、関係者の皆
様に心より感謝申し上げます。

中野区立中野本郷小学校
住所：中野区本町４丁目２７－３

電話番号：03(3381)7255／ファクシミリ：03(3381)7256



SDGｓの視点からの取組
重点目標：People（人間）、Planet（地球）、目標 11住み続けられるまちづくり

問題解決的な学習の推進
各教科等の見方・考え方を働かせ、課題解決を図る取組を推進するために、自分にできることを考える。

ESDを通じて身に付けたい力
批判的に
考える力

未来像を予測して
計画を立てる力

多面的、総合的
に考える力

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを
行う力

他者と協力する
態度

つながりを
尊重する態度

進んで参加する
態度

批判 合理的、客
観的な情報や公平
な判断に基づいて
本質を見抜き、も
のごとを思慮深
く、建設的、協調
的、代替的に思
考・判断する力

未来 過去や現在
に基づき、あるべ
き未来像(ビジョ
ン)を予想・予測・
期待し、それを他
者と共有しなが
ら、ものごとを計
画する力

多面 人・もの・こ
と・社会・自然など
のつながり・かか
わり・ひろがり(シ
ステム)を理解し、
それらを多面的、
総合的に考える力

伝達 自分の気持
ちや考えを伝える
とともに、他者の
気持ちや考えを尊
重し、積極的にコ
ミュニケーション
を行う力

協力 他者の立場
に立ち、他者の考
えや行動に共感す
るとともに、他者
と協力・協同して
ものごとを進めよ
うとする態度

関連 人・もの・こ
と・社会・自然など
と自分とのつなが
り・かかわりに関
心をもち、それら
を尊重し大切にし
ようとする態度

参加 集団や社会
における自分の発
言や行動に責任を
もち、自分の役割
を理解するととも
に、ものごとに主
体的に参加しよう
とする態度

People（人間） Prosperity（豊かさ） Planet（地球） Peace（平和）
Partnership

(パートナーシップ)

貧しさを解決し、
健康に

経済的に豊かで安心
して暮らせる世界に

自然と共存して、
地球の環境を守る

争いのない平和を
知ることから実現

みんなが
協力し合う

教育目標
・げんきな子 ◎かんがえる子 ・たすけあう子 これからの学校には(中略)

一人一人の児童(生徒)が、
自分のよさや可能性を認識す
るとともに、あらゆる他者を
価値ある存在として尊重し、
多様な人々と協働しながら
様々な社会的変化を乗り越
え、豊かな人生を切り拓き、
持続可能な社会の創り手と
なることができるようにする
ことが求められる。

学習指導要領 前文

現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取

り組むことにより、それらの課題の解決につながる新たな価値観

や行動を生み出し、それによって持続可能な社会を創造する。

E S D の 目 標

研究テーマ

人にも自然にもやさしい児童の育成

ESDの全体計画

人にも自然にもやさしい
中野本郷小の子

自然を愛する心と

人間尊重の精神を基に

未来を切り拓く力を育み

心身ともに健やかな

児童の育成を図る

本校の教育理念

学習指導要領 総則改訂の要点

授業改善に向けた取組
教科等横断的な視点による

組織的な取組
外部人材や

地域資源等の活用

ESDカレンダー作成のための方針
○本校の教育理念「人にも自然にもやさしい中野本郷小の子」に基づき「人」と「自然」の２つの視点で、全教科・
領域でカリキュラム・マネジメントを推進する。

○学習の過程において課題解決のために必要な技能を「学習スキル」とし、技能を習得する単元を ESDカレンダー
の中に明記する。



目指す児童像

自ら考え実践し、地域社会の一員として行動できる子
【低学年】

地域：身近→学校周辺

・自然や地域に関心をもち、自分

たちの生活を支えてくれる人

の存在に気付ける子

【中学年】

地域：中野区→東京都

・地域の役割や身近な課題を理解

し、自分たちにできることを考

えられる子

【高学年】

地域：東京都→日本・世界

・地域社会の一員であることを自覚

し、現代の様々な課題について自ら

考え、その解決策を実践できる子

日常における取組
① SDGs に対する興味関心を高めるための、校内掲示の工夫や特別活動における取組

② 自然に対する興味関心を高めるための、教材園（グリーンガーデン）を活用した体験活動

③ 追究活動促進のための、ICT 整備や関連図書の整備等の、学習環境づくり

研究主題

人にも自然にもやさしい児童の育成
～持続可能な地域社会の構築を目指すカリキュラム･マネジメントを通して～

研究構想図

研究の仮説
教育活動を「人にやさしい」「自然にやさしい」というキーワードの下、①SDGs の視点から
捉え直し、②外部人材や地域資源等を積極的に活用し、③問題解決的な学習や追究活動を行う
ことで、現代社会の課題に気付き、地域社会の大人が果たしている役割を理解し、自分たちの
役割を見つけ行動できる児童が育つだろう。

研究の視点①
SDGsの視点に立った単元開発

研究の視点②
外部人材・地域資源等の活用

研究の視点③
問題解決的な学習の実践

研究の内容①
・SDGs 実践表の作成
・年間指導計画の見直しと単元開発
（生活科・総合的な学習の時間）
・ESDカレンダーの作成

研究の内容②
・外部人材・地域資源リストの
作成

・外部人材・地域資源を活用した
授業の実践（オンライン含む）

研究の内容③
・授業展開やノート指導の統一
・タブレット端末の活用
・「生かす」過程を重視した、授
業改善



リニューアルのポイント

☝既存の児童用 PC
は印刷用のみ設置

☝グループ学習用の
大テーブル設置

☝書架と調べ学習用
図書を設置

日常の取組

活動例
委員会 SDGs 取組内容
代表 1,2,3,4,6 ユニセフ集会とユニセフ募金
集会 4,17 SDGs をテーマにしたクイズ集会
理科栽培 15 環境保護の取組発表
図書 1,2,8,13 SDGｓに関わる新聞記事スクラップ作成
保健 6 毎日の水質検査
給食 2 食品ロスについての集会
体育 3,4 体力向上月間推進

各学年の畑の作物例
学年 作物
１年 サツマイモ
２年 トマト、キャベツ
３年 大豆、ダイコン
４年 江戸東京野菜
５年 米、インゲンマメ
６年 ジャガイモ

SDGs に対する興味関心を高めることを目指した取組①特別活動・校内掲示

自然に対する興味関心を高めることを目指した取組②自然教材園の活用

SDGs を意識した委員会活動 SDGs と関連させた掲示物

追究活動促進を目指した学習環境整備③学習環境づくり

PC室のリニューアル SDGs 関連図書の購入

一人１台端末導入で
PC室の利用率低下

※購入図書は右ページ参照

調べ学習室としてリニューアル

植物の栽培や観察 昆虫や魚など生き物観察

チョウやバッタ、カマ
キリなどの昆虫や、カ
エルやメダカなど水
辺の生き物がいます

学習したことを、
研究主題や SDGs
と関連させ掲示物に
まとめました

学習以外の活動も
SDGs と関連させて
意識を高めています

水田では合鴨農法



本校の図書室蔵書の一部をご紹介します。凡例：「書籍名」（著者名/出版社名）

※書籍と SDGs の関連付けは、本校による一例です。

目標４

質の高い教育を全ての人に

「池上彰のニュースに登場する世界の環境問題」シリーズ（池上彰/さ・え・ら書房）

目標１
貧困をなくす

目標２
飢餓をゼロに

目標３
健康と福祉

目標５
ジェンダー平等

「もったいないばあさんと

考えよう 世界のこと」

（真珠真理子/講談社）

「すごいね！みんなの通学路」

（ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ･ﾏｶｰﾆｰ/西村書店）

「もったいないばあさんの

いただきます」

（真珠真理子/講談社）

「せんねん まんねん」

（まど・みちお/理論社）

「あなたがうまれたひ」

（ﾃﾞﾌﾞﾗ･ﾌﾚｲｼﾞｬｰ/福音館書店）

「マララさんこんにちは

世界でいちばん勇敢な少女へ」

（ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ･ﾏｶｰﾆｰ/西村書店）

目標６
安全な水とトイレ

目標７
エネルギーをみんなに

目標８
働きがいと経済成長

目標９
産業と技術革新

「トイレをつくる 未来をつくる」

（会田法行/ポプラ社）

「風の島へようこそ」

（ｱﾗﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ/福音館書店）

「太陽と光しょくばいものがたり」

（藤嶋昭/偕成社）

「なぜ僕らは働くのか」

（佳奈/学研プラス）

「まるごと日本の世界遺産」

（増田明代/講談社）

目標１０
人や国の不平等をなくす

目標11
住み続けられるまち

目標12
つくる責任つかう責任

目標 13
気候変動対策

「ぼくのものがたり

あなたのものがたり」

（ｼﾞｭﾘｱｽ･ﾚｽﾀｰ/岩﨑書店）

「世界中のこどもたちが」

（新沢としひこ/ポプラ社）

「くうき」

（まど・みちお/理論社）

「特別授業3.1

君たちはどう生きるか」

（あさのあつこ他/河出書房新社）

「ぼくの街に地震がきた」

（名古屋裕/ポプラ社）

「つなみてんでんこ」

（指田和/ポプラ社）

「町のけんきゅう」

（岡本信也・靖子/福音館書店）

「子どものための防災BOOK」

（夏緑/童心社）

「ふろしき大研究」

（宮井株式会社/PHP研究所）

「もったいないばあさん」

（真珠真理子/講談社）

「地球はえらい」

（香原知志/福音館書店）

「今森光彦の里山さんぽ図鑑」

（今森光彦/世界文化社）

「ぼくは46億歳。」

（豊田充穂/学研教育出版）

「空と天気のふしぎ109」

（森田正光/偕成社）

「まるごと日本の季節」

（榎本好宏他/学習研究社）

「地球のスイッチ」

（世界一小さなｴｺ会議

/ｽﾍﾟｰｽｼｬﾜｰﾈｯﾄﾜｯｸ）

目標14
海の豊かさ

目標15
陸の豊かさ

目標16
平和と公正

目標17
パートナーシップ

「海は生きている」

（富山和子/講談社）

「いのちあふれる海へ」

（ｸﾚｱ A･ﾆｳﾞｫﾗ/福音館書店）

「森はだれがつくったのだろう？」

（ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｬｽﾊﾟｿﾝ/童話屋）

「桜守のはなし」

（佐野藤右衛門/講談社）

「あめがふるとき

ちょうちょはどこへ」

（ﾚﾅｰﾄﾞ･ﾜｲｽｶﾞｰﾄﾞ/金の星社）

「クマよ(たくさんのふしぎ傑作集)」

（星野道夫/福音館書店）

「私はどこで生きていけばいいの？」

（ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ･ﾏｶｰﾆｰ/西村書店）

「いっぽんの鉛筆のむこうに」

（谷川俊太郎/福音館書店）

SDGs の視点に立った単元開発
外部人材・地域資源等の活用
問題解決型学習の実践

SDGｓ おすすめ図書リスト



研究の内容と方法

開発単元例
３年 人にやさしいまちを目指して
４年 ごみゼロ大作戦
５年 まちのよさを知ろう 伝えよう
６年 まちの未来を見据えて

研究の視点① SDGs の視点に立った単元開発

研究の視点② 外部人材・地域資源等の活用

研究の視点③ 問題解決的な学習の実践

ESD カレンダーの作成新単元の開発
（総合的な学習の時間）SDGs 実践表の作成

授業の実践新たな人材・資源の発掘人材・資源リストの作成

「生かす」を重視した展開タブレット端末の活用学びに火をつける導入の工夫

全学年/全教科/全単元を見直し SDGs
と関連する単元を一覧表に整理

（詳細は右ページ参照）

「自ら考え実践し、地域社会の一員
として行動できる子」を目指した
核となる単元を新たに開発

「人にやさしい」「自然にやさしい」
をキーワードにカリキュラム・マネ
ジメントし、ESD カレンダーを作成

過去にお世話になった外部人材や、活用
してきた地域資源をリスト化しデータ
ベースとして活用

新単元を中心に、新たな外部人材や
地域資源を発掘し、作成したリスト
をアップデート

効果的な学習となるよう、事前に綿
密な打ち合わせを実施し、内容や方
法、場面などを吟味の上、実践

「つかむ（課題設定）」過程で、単元を
貫いて学ぶ意欲をもてるよう、資料や
提示方法を工夫

「調べる（情報収集・整理・分析）」
「まとめる（発表）」過程で、発達
段階に応じた活用方法を工夫

学習を自分事として捉え、地域社会
の一員として行動できることを目指
した「生かす」過程の工夫



目標４

質の高い教育を全ての人に

目標１
貧困をなくす

目標２
飢餓をゼロに

目標３
健康と福祉

目標５
ジェンダー平等

4 年 国語 ランドセルは海をこえて

6年 社会 世界の未来と日本の役割

5年 総合 米米大作戦

5年 社会 くらしをささえる食料生産

5年 社会 水産業のさかんな地域

6年 社会 世界の未来と日本の役割

2年 生活 どきどきわくわくまちたんけん

3 年 保健 健康な生活

4年 国語 思いやりのデザイン

4年 社会 ごみの処理と再利用

4年 総合 地域とユニバーサルデザイン

5年 保健 けがの防止

6年 保健 病気の予防

4年 国語 だれもが関わり合えるように

4年 保健 体の発育と発達

目標６
安全な水とトイレ

目標７
エネルギーをみんなに

目標８
働きがいと経済成長

目標９
産業と技術革新

4 年 社会 水はどこから

4年 社会 玉川兄弟と玉川上水

1年 生活 なつがやってきた

2年 生活 うごくうごくわたしのおもちゃ

6 年 理科 私たちの生活と電気

5年 社会 工業生産と工業地域 2年 生活 うごくうごくわたしのおもちゃ

4 年 国語 世界にほこる和紙

4年 社会 染め物のさかんな新宿区

5年 社会 工業生産と工業地域

目標１０
人や国の不平等をなくす

目標11
住み続けられるまち

目標12
つくる責任つかう責任

目標13
気候変動対策

4 年 総合 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸから学ぼう

6 年 社会 日本とつながりの深い国々

1年 生活 がっこうだいすき

2年 生活 どきどきわくわくまちたんけん

3 年 社会 火事から暮らしを守る

3年 総合 人にやさしいまちを目指して

4年 社会 地震からくらしを守る

4年 総合 調べて、育てよう

5年 社会 情報産業とわたしたちのくらし

5 年 総合 わたしたちのまち再発見

6年 社会 わたしたちの願いを実現する政治

6 年 総合 まちの未来を見据えて

2年 生活 うごくうごくわたしのおもちゃ

4 年 総合 ごみゼロ大作戦

4年 社会 ごみの処理と再利用

4年 社会 他地いきや世界とつながる東京都

5年 社会 工業生産と工業地域

5年 総合 米米大作戦

3年 総合 エコチャレンジ

4年 総合 ごみゼロ大作戦

5年 社会 わたしたちの生活と森林

5年 社会 自然災害を防ぐ

6年 社会 環境を守る私たち

6年 道徳 愛華さんのメッセージ

目標14
海の豊かさ

目標15
陸の豊かさ

目標16
平和と公正

目標17
パートナーシップ

4 年 国語 ウナギのなぞを追って

4年 社会 ごみの処理と再利用

5年 社会 水産業のさかんな地域

6年 道徳 愛華さんのメッセージ

1年 生活 きれいにさいてね

1年 生活 たのしいあきいっぱい

1年 生活 いきものと なかよし

2年 生活 ぐんぐんそだてわたしの野菜

3年 社会 はたらく人とわたしたちのくらし

4 年 国語 プラタナスの木

4年 社会 ごみの処理と再利用

4年 総合 調べて、育てよう

5年 社会 米作りのさかんな地域

5年 総合 米米大作戦

6年 理科 植物の成長と日光の関わり

6年 道徳 愛華さんのメッセージ

3年 国語 ちいちゃんのかげおくり

4年 総合 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸから学ぼう

6 年 社会 わたしたちの願いを実現する政治

6 年 社会 世界の未来と日本の役割

3年 国語 まいごのかぎ

4年 国語 ランドセルは海をこえて

5年 総合 わたしたちのまち再発見

6年 社会 世界の未来と日本の役割

SDGs の視点に立った単元開発
外部人材・地域資源等の活用
問題解決型学習の実践

SDGｓ実践表



【令和３年度版 ESDカレンダー】

【外部人材・地域資源リスト】 人にやさしい 自然にやさしい その他

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 1１月 1２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

生活

音楽

図画工作

体育

道徳科

教科等 単元名・題材名 外部人材・地域資源等 内容

生活 なつがやってきた 本五ふれあい公園

（中野区本町）

本校に一番近い公園で、季節の草花や生き物

の観察を行う。見付けた草花で草相撲などの

遊びを体験する。

生活 たのしいあきいっぱい 蚕糸の森公園

（杉並区和田）

秋の草花や生き物を観察したり、木の実を拾

ったりする活動を行う。集めた木の実は秋の

おもちゃ作りに使用する。

国語 たぬきの糸車 松本教材 本物の糸車を借り、その動き方や音、触り心

地を感じる体験をする。その体験を通して、

物語の情景を想像し易くする。

第１学年の取組

人にやさしい 自然にやさしい 学習スキル
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本校の重点目標

生活科 「きれいにさいてね」

■単元の目標
◎植物を継続的に栽培する活動を通して、きれいな花を咲かせたいという思いをもち、自分が育てている植
物の変化や成長に気付き、植物への親しみをもつことができるようにする。
植物も生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、植物を育てることの良さを実感し、
大切にすることができるようにする。

■本単元でねらう ESDの能力・態度 批判 未来 多面 伝達 協力 関連 参加
■成果と課題
◎アサガオを育てる活動では、植物を育てることの良さや生き物を大切に育てようとする態度を育むことが
できたが、気付きを交流するためには、さらなる工夫が必要である。
授業中だけではなく休み時間にも進んで水やりをして、植物に愛着をもって大切に育てる姿が見られた。

生活科 「いきものと なかよし」

■単元の目標
◎身近な生き物を探したり観察したりする活動を通して、それらの育つ場所や、変化の様子に関心をもって
働きかけ、生き物への親しみをもち、大切にしようとすることができるようにする。
身近な場所にある草花や生き物を知り、それらは生命をもっていることに気付くとともに、それらを大切
にしようとすることができるようにする。

■本単元でねらう ESDの能力・態度 批判 未来 多面 伝達 協力 関連 参加
■成果と課題
◎様々な生き物を見付け、タブレット端末で写真を撮りながら細かく観察し、絵に描いたり生き物の名前を調べた
りと意欲的に取り組むことができたが、発見を互いに伝え合って学び合うには、積み重ねが必要である。
グリーンガーデンなどで見付けた生き物を写真や観察カードなどで友達と共有することができた。生き物
を捕まえて飼うことの意味や課題にも目を向けさせる指導が必要である。

生活科 「なつがやってきた」

■単元の目標
◎夏の自然と関わる活動を通して、身近な自然の様子や自然を使った遊びの面白さに気付くとともに、身近
な自然を取り入れて自分たちの生活を楽しくしようとすることができるようにする。
友達と交流し、互いの発見や思いを伝え合いながら、身近な自然を使った楽しい遊びを増やす方法を共に
考えようとすることができるようにする。

■本単元でねらう ESDの能力・態度 批判 未来 多面 伝達 協力 関連 参加
■成果と課題
◎夏の遊び方を考え工夫して遊ぶ面白さに気付いたり、気付きを友達と共有したりすることができたが、共
有したことを自分の生活にどのように生かしていくかまで見取っていく工夫が必要である。
グループ活動を取り入れたことにより、友達のやり方を見て工夫する姿が見られた。自分が発見したこと
や感じたことを言葉で伝え合う経験を積み重ね、協力・協同して活動する力を育てていく必要がある。

様々な容器を使って水遊
びをし、ペットボトルの穴の
数や押し方をどのように工
夫したらよいか、考えを交
流することができた。

つるがどのくらい伸びたか
や、花が咲いたときの感想
を発表し、植物を育てるこ
との良さを振り返ることが
できた。

水やりをしながらアサガオ
が育つ様子を観察し、日々
の変化をカードに記録して
まとめた。

グリーンガーデンや公園へ
行き、草花で遊んだり土遊
びをしたりすることで友達
と協力しながら遊ぶ良さを
実感した。

グリーンガーデンで見付け
たバッタやカマキリなどの
生き物を、タブレット端末で
記録し、友達と見せ合うこ
とを楽しんだ。

事前研指導案

◎教科の視点 SDGs の視点

昆虫を見付けると、友達
に教えてあげていた。
昆虫がいる場所の色と体
の色が似ていることに気
が付いた。
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